
つながりにくい相談者への支援

SNS相談に寄せられた若年女性の

性暴力被害に起因する相談を中心に

※SNS相談数値は5月速報値です。コピー転載は禁止します

（一社）社会的包摂サポートセンター
事務局長 遠藤智子



地域のつながりから
遠ざかる当事者とは

セクシュアルマイノリ
ティ

外国人

性暴力被害者

被災者

障害者

偏見にさ
らされる

DV被害者

虐待の被害者

身近な人
から暴力
を受けて
いる



よりそいホットラインについて

• ２４時間、年中無休、無料、匿名可の何でも電話相談
• ２０１１年度より国の補助事業（厚生労働省・復興庁）
• 特別な配慮が必要な相談者のための専門ラインも設置

外国語、自殺予防、女性、セクシュアルマイノリティ、若年女
性、被災者
• １日３万件、１年間で１千万件を超える電話が寄せられる
• 連携団体は全国に約１９００団体
• 東日本大震災を契機に発足した一般社団法人が運営
• 電話と直接支援の2本立ての相談スタイル
※詳しくはこちら

http://279338.jp/houkoku/





「よりそいホットライン」の流れと特徴

①地域社会資源へつなぐ「広範なアウトリーチ」
➁窓口にたどり着けない相談者のサポート

フリーダ
イヤル

•本名を
名乗って
もらうま
で

継続支援

・折り返しフ
リーダイヤル

・面接、同行支
援

地域社会で
生活再建

•就労や医
療ケアを
電話で続
けてサ
ポート

千葉だけ
の0120-
279-000

東京だけの
0120-279-000

鹿児島だ
けの0120-

279-000

全国をカバーする 0120-279-338

北海道だけ
の0120-279-

000



ホットライン利用者は40～50代
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生活困窮者自立支援窓口も中心的な利用者は40～50代



新規相談受付の状況（119自治体）

○ 新規相談者の状況を性別・世代別・就労の有無別に見ると、
・ 全体の６割を男性が占めるが、特に４０～５０代の就労していない男性で全体の約２１．４％を占める。
・ 全体の約２８．０％が就労している（男性で約２４．０％、女性で約３４．６％）。
・ ６５歳以降の相談者が全体の約１８．５％を占める。
○ 新規相談者のうち、子どものいる50代以下の相談者が全体の約３割を占める。

（出典）平成２７年度社会福祉推進事業「生活困窮者自立支援制度の自立相談支援機関における支援実績、対象者像等に関する調査研究事業」
（みずほ情報総研株式会社）。調査対象119自治体の平成27年4月～平成28年3月の新規相談受付58,074ケースのうち、年齢・性別・就労状況の3
つが明らかな38,967ケースについてグラフ化したもの。子どものいる50代以下の相談者の割合は、子どもの有無別が明らかな36,186ケースの内
数。
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新規相談者の状況（性別・世代別・就労状況等）
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よりそいチャット
（厚生労働省補助事業）

•自殺対策として3月からスタート
PCからもスマートホンからも閲覧で
きるWebページを開設し、LINE相
談、チャット相談を実施

•相談からの緊急対応体制
よりそいホットライン同様、テキスト
の相談から、緊急対応の対面支援
まで、出口のある支援を実施中

•現在までの相談アカウント数は
（LINEの登録者）40000を超える



（継続支援）

公的領域との
つながり、

課題解決

SNSパトロール

・Twitter
・Facebook
・Instagram
などでパトロール
アカウントを開設

SNS相談
・アプリが必要
・LINE相談

ネット相談
・アプリ不要
・予約相談可能
・グループチャット
可能

同行支援

居場所提供

折り返し通話（電

話、ネット通話を含む）

傾聴、気持ちの整理、課題整理、情報提
供、継続支援の提案、課題解決の提案

アウト
リーチ

緊急紹介
つなぎ提案

SNSから「生きる支援」へつなぐ

一時保護

電話・LINE通話等
可能



SNS相談（LINE）・チャット相談

いままで支援につながらなかった人、電話相談や直接支
援、公的支援のハードルが高いと感じていた人のための補
助階段であることが見えてきた

人と話す
の苦手

自分の
声に違和
感

吃音が
気にな
る

どこにも
相談した
ことがな
い

電話が
怖い

電話の契
約が切れ
た

文字で
読み返
したい



SNS利用者は20代以下が約６割
（3１年5月速報値）
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そして、女子

男性
11%

女性
73%

不詳
16%



性暴力被害は １５％

あり
15%

なし
5%

未確認
80%



性暴力被害がある人の自殺念慮

◎
22%

〇
62%

×
2%

ー
14%

◎高い 〇あり ×なし －不詳

8割以上が死にたいと感じている



事例のイメージ（中学女子）

• 「死にたい」「援助交際したい」などのLINEから相
談がスタート

• やり取りしていくうちに、家族からの心理的虐待
が見えてくる

• 自殺念慮が強く、自傷も激しい
• LINE相談の中で、祖父からの性虐待が分かる

• 児童相談所への相談は本人は絶対に受け入れ
ないという

• 信頼関係を築きながら、面談実施に向けて説得
を行っている



事例のイメージ（17歳）

• 「毒親について」、として相談が入る

• 家計収入、両親の就労状況に問題はないが、母
からのネグレクト、父からの性虐待がある

• 父は友達をつくらせないように邪魔をする

• 児童相談所を含め避難先を提案する、弁護士紹
介なども行うが、公的相談に関してはすでに自ら
通報して取り合ってもらえなかった経験があると
のことで忌避する

• 卒業までは我慢するか、死ぬという
• グループチャットを提案している



事例のイメージ（19歳）
• 対人関係の悩みに起因する自己嫌悪、自殺念慮から
相談

• テキストのやり取りを繰り返すうちに、父親の性虐待
から家出、ネットで知り合った「友人」を頼って都市部
に移動してきたことが分かる

• 友人とも続かず、家族とは絶縁状態でネットカフェで
援助交際をしながら生活している

• 解離症状が激しく、時々自分のいる場所が分からなく
なることがあるという

• 医療へつなげようと試みるが、故郷の心療内科で医
師から性暴力被害を受けたこともあり、同意しない

• 今度面会する約束はしている



事例のイメージ（２２歳）

• 職場が怖い、との相談
• 事務職として派遣で働いている

• 明確なパワハラやセクハラがあるわけではないが、本人
は極度に緊張した毎日を送っている

• 自分の言動について、毎日周囲の反応が心配でならない

• 奨学金の返済のためのカードローンが大変なことになって
しまったが、相談する人がいない

• 両親には相談できないが、理由はまだ明らかにはなって
いない

• 時折折り返しのLINEで、安否確認しながら、債務整理につ
いては情報提供している



代表的な事例

• 父親からの性暴力被害に遭っている
• 身体的虐待は幼いころから
• 家出をくりかえし、部屋を提供してくれた人からも性被害に遭う
• 家にも帰れず、学校にも行けなくなってしまった
• どこに行っても安全な場所はない。
• いっそのことさっさときえちゃいたい
• でも本当は家に帰りたい
• 優しくしてくれなくてもいいから普通の親になって欲しい

• 小学生の時に児相に1度保護されたけどすぐ返されて元通り
• 児相には性虐待は話せなかった
• 大人には不信感しかない



若年女性相談者のプロフィール

• 主訴が性暴力被害になることは少ない

• 「自分が我慢をすればいい」と思っている

• 「普通の」ことのように性暴力被害を語る

• 性暴力の加害者は複数いることが多い

• 家庭内に重層的な暴力の構造がある

（DV被害者の母からの虐待、兄からの性暴力など）

• 解離、PTSD、自傷行為、アディクション、性化行動等が
見られる

• 「いい子」である場合も少ならからずあるため、「問題」
が見抜いてもらえない



セーフティネットを利用しにくい背景

• 言葉が通じ、理解ある、専門性がある直接支援
窓口が圧倒的に少ない

• 相談窓口について若年層がよく訪れる「場」で周
知されていない

• 相談における「失敗経験」がある

• 18歳、19歳はセーフティネットの「エアポケット」
にあたる

• 暴力から逃れると、経済的なバックアップ、学習
の機会が失われるので我慢せざるを得ない


